
SDGｓの推進に向け、環境負荷の低減は多くの企業において喫緊の課題です。日本全体のＣＯ２排出量の約2割（2020年：
17．7％）を占める運輸部門において、物流・ロジスティクスもまた、その持続性を保つうえで環境への配慮は重要な要素です。
公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会 会員アンケートの結果では、荷主企業の経営層において、物流が環境やSDGｓ
といった社会課題の解決の鍵となることが広く認識されていることが明らかになっています。

環境負荷の低減やGXに課題を持った物流・ロジスティクス関係者と情報交流、
ビジネス交流を図ることができる

ロジスティクスソリューションフェア2024 GXゾーンへ、
ぜひ貴社の製品・サービス・ソリューションをご出展ください！
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行政においてもGX実現に向けた取り組みが
加速しており、特に物流分野のGXは喫緊の
課題と位置付けられています。
カーボンニュートラルの対応や
エネルギーマネジメントシステムの
導入推進等、
積極的な検討が行われており、
関心はますます高まっています。
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東京ビッグサイト 西4ホール VENUE
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ご出展のおすすめ

※原則テレワークのため、お問い合わせはe-mailにてお願いいたします。

〒105-0022 東京都港区海岸1-15-1 スズエベイディアム 3階ロジスティクスソリューションフェア2024 事務局
TEL : 03-3436-3191  FAX : 03-3436-3190 e-mail：LS-Fair@logistics.or.jp

詳細はこちらから

物流はコストであり、 コスト削減が最優先事項

物流は協調領域であり、 同業他社との連携が重要

調達から販売を通じた自社の物流の全体最適が重要

事業者や取引先による持続可能な物流構築が重要

物流は環境やSDGsなど社会課題解決の鍵となる

物流はイノベーションや新しい産業の源泉である
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貴社（主に経営層）における物流に対する認識について該当するものを、選択肢からすべてお選びください（複数選択可）｡Q

https://jils-lsfair.jp/

ロジスティクスソリューションフェア

物流が社会課題解決の
鍵となる、

出典：JILS 2022年度会員アンケート設問1-3 集計結果※荷主企業のみ回答

n=126

回答企業の
46％の経営層は、
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①内閣官房 GX実行会議「GX実現に向けた基本方針」概要
　https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/index.html
②内閣官房 GX実行会議「GX実現に向けた基本方針」参考資料
　https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/pdf/kihon_sankou.pdf
③国土交通省 GXの実現に向けた各分野の取組
　https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/content/001515495.pdf
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